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カリキュラムの全体像

記号の意味　◎＝必修　＊＝選択必修　○自由選択　　  表示の意味　科目名＝隔年開講科目

		

		法律基本科目

		法律実務基礎科目

		基礎法学・隣接科目

		展開・先端科目



		１年次前期

		人権の基礎理論（2単位◎）

民法Ⅰ（4単位◎）

民法Ⅱ（4単位◎）

刑法Ⅰ（4単位◎）

		

		法哲学（2単位＊）

中国法（2単位＊）

		刑事政策（2単位＊）



		１年次後期

		統治の基本構造（2単位◎）

民法Ⅲ（2単位◎）

商法（4単位◎）

民事訴訟法Ⅰ（4単位◎）

刑法Ⅱ（2単位◎）

刑事訴訟法（2単位◎）

		

		法社会学 （2単位＊）

日本法制史（2単位＊）

英米法（2単位＊）


ドイツ法（2単位＊）

		



		２年次前期

		行政活動と法（2単位◎）

公法総合演習Ⅰ（2単位◎）

民法Ⅳ（2単位◎）

民法総合演習Ⅰ（2単位◎）

商法総合演習Ⅰ（2単位◎）

民事訴訟法Ⅱ（2単位◎）

刑事訴訟法総合演習（2単位◎）

		法曹倫理（2単位◎）

民事訴訟実務の基礎（2単位◎）

		法哲学（2単位＊）

中国法（2単位＊）

		刑事政策（2単位＊）

社会保障法（2単位＊）

国際家族法（2単位＊）

国際民事手続法（2単位＊）


国際人権法（2単位＊）



		２年次後期

		公法総合演習Ⅱ（2単位◎）

民法総合演習Ⅱ（2単位◎）

商法総合演習Ⅱ（2単位◎）

民事訴訟法総合演習（2単位◎）

刑法総合演習（2単位◎）

民事法総合演習（2単位○）

刑事法総合演習（2単位○）

		

		法社会学（2単位＊）

日本法制史（2単位＊）

英米法（2単位＊）


ドイツ法（2単位＊）

		租税法（2単位＊）

破産法（2単位＊）

消費者法（2単位＊）


労働法（4単位＊）


経済法（2単位＊）

知的財産法Ⅰ（2単位＊）

国際法（2単位＊）


国際経済法（2単位＊）又は、


国際取引法（2単位＊）

国際財産法（2単位＊）



		３年次前期

		民法理論の展開（2単位○）


商法理論の展開（2単位○）

刑事法理論の展開（2単位○）

		刑事訴訟実務の基礎（2単位◎）

法文書作成（2単位＊）

弁護実務基礎論（2単位＊）

エクスターンシップ（2単位＊）

		法哲学（2単位＊）

中国法（2単位＊）

		2年次前期開講の


展開・先端科目に加え、


金融・保険法（2単位＊）

民事執行・保全法（2単位＊）

民事再生・会社更生法


（2単位＊）

労働法演習（2単位＊）


経済法演習（2単位＊）


知的財産法Ⅱ（2単位＊）

国際法演習（2単位＊）



		３年次後期

		公法理論の展開（2単位○）

		民事模擬裁判（2単位＊）

刑事模擬裁判（2単位＊）

中小企業向け法律相談

（2単位＊）

		法社会学（2単位＊）

日本法制史（2単位＊）

英米法（2単位＊）


ドイツ法（2単位＊）

		2年次後期開講の


展開・先端科目に加え、


公務員法（2単位＊）

知的財産法演習（2単位＊）

中小企業法（2単位＊）





※　平成19年度に１年次配当の自由選択科目であった民法Ⅳを履修した者は２年次配当の必修科目である同科目を履修したものとみなす。国際法は平成22年度から隔年開講。公務員法は平成22年度は不開講。


